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令和８年度 第２期 公益活動げんき応援事業助成金 採択事業一覧 

＜ステップアップコース ６０万円＞ 採択件数：２件 交付予定額合計：1,025（千円） 

 

No 団体名 事業名 事業概要 
事業費 

総額（円） 

交付予定

額（円） 

1 

特定非営利活

動法人 

バーチャルフ

ォトウォーク 

つながり

Re：デザイン

プロジェクト 

「旅つな」―

北欧型ソーシ

ャル・プリス

クリプション

を参考にし

た、新しい社

会参加モデル 

 区では、単身世帯や高齢者など社会と接点が少ない

人が増えており、福祉・医療・介護・防災のために地

域住民を繋ぐ新たな交流機会が求められている。 

 本事業では、孤立・孤独や外出困難な高齢者・障

がい者・ひきこもり当事者・介護者を対象に、ライブ

配信による「旅」を提供する。このライブウォークを

きっかけに社会とつながる「足立区版オンライン居場

所」を構築する。 

665,459 600,000 

2 NPO EUREKA 

体験型放課

後 居 場 所

「ほうかご

ア カ デ ミ

ー」 

 家族形態や保護者の働き方、地域とのつながりの変

化により、子どもが放課後に安心して過ごせる居場所

への需要が高まっている。足立区においても、学童保

育室の申請数が増加し、待機児童や受入体制の不足が

課題となっている。 

 これらを背景に、今まで団体で単発的に行ってきた

子どもの体験機会を、継続的に通うことのできる体験

型の放課後の居場所へ発展させていく。定期開催で

は、宿題の見守り、将棋、漢字、作文、読書等、特別

体験会では、料理・だし、理科実験、絵画等の材料や

専門性を必要とする活動を実施する。 

792,000 425,000 
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令和８年度 第２期 公益活動げんき応援事業助成金 採択事業一覧 

＜課題チャレンジコース ３０万円＞ 採択件数：１件 交付予定額合計：206（千円） 

 

No 団体名 事業名 事業概要 
事業費 

総額（円） 

交付予定

額（円） 

1 
あだち  

サークル・響き 

資格障害者

向けスマホ

活用勇往邁

進支援事業 

 近年、日常生活の多くがデジタル化をしており、視

覚障がい者はスマホやパソコンの音声読み上げ機能

などを活用することで多くのサービスを利用できる

ようになっている。しかし、機械の操作方法を学ぶ機

会や継続的なサポートは十分ではなく、特に高齢の視

覚障がい者や中途失明者は、ICT 機器の操作等に不安

を抱えている。 

 このような背景から、スマホ教室や Zoomでの IT交

流会を行い、スマホの実地訓練として「郊外学習」を

企画、実施する。 

248,997 206,000 
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令和８年度 第２期 公益活動げんき応援事業助成金 採択事業一覧 

＜げんき応援コース １０万円＞ 採択件数：９件 交付予定額：834（千円） 

 

No 団体名 事業名 事業概要 
事業費 

総額（円） 

交付予定

額（円） 

1 

特定非営利活

動法人がじゅ

まるの会 

今を生きる

Heart Fes 

2026 

 現在、地域社会において子育て世帯の孤立化が進

み、保護者が孤立の中で不安を抱えるケースが深刻な

課題となっている。また、子どもたちの自己肯定感の

低下も指摘されており、特に夏休み明けの環境変化に

よって不登校等のリスクが高まる「9月 1日問題」が

社会的な課題になっている。 

 子どもたちの自立心の育成と自己肯定間感の向上

を目的に、「ギャラクシティ」と共催で子どもたちが

遊びながら「命の繋がりと大切さ」を実感できる、大

型体験型こどもフェスを開催する。 

210,000 100,000 

2 
千住東町住宅

自治会 

千住常東地

区における

地域コミュ

ニティの再

構築事業 

 区内の町会・自治会の加入率は減少傾向にあり、役

員等の担い手不足も進行している。今後、地域コミュ

ニティを維持していくために、既存住民と新規住民、

多世代が交流できる場の形成が必要である。 

 このような背景から、当自治体で今年度から行って

いる高齢者を対象とした eスポーツ交流会の強化、空

き缶回収に伴う地域クリーニング活動、防災に関する

講話・情報提供の実施を行っていく。 

111,478 100,000 

3 

一般社団法人

ポジティブ終

活推進会議 

大人のカタ

ル カ フ ェ

「MOSHIMO」

&終活よろ

ず相談所 

 足立区は高齢化率が高く、社会的孤立や孤独死の

リスクが深刻化している。多くの住民が終活の必要

性を感じつつも「何から始めたら良いか分からな

い」と準備を先延ばしにしており、将来、家族や行

政の負担が懸念されている。 

 「死」を明るくとらえ直し、終活の「めんどくさ

い」といったネガティブなイメージを払拭するため

に、区民を対象に「MOSHIMO」のワークショップや

終活講座、よろず相談を行う。 

146,480 100,000 
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No 団体名 事業名 事業概要 
事業費 

総額（円） 

交付予定

額（円） 

4 
一般社団法人

福祉のみらい 

足立みらい

カフェ 

みらい縁日 

 地域とのつながりの重要性を感じている人は 9割近

くいるが、実際に何かしらの地域活動に参加している

人、困った時に家族以外で相談できる人がいる人は少

ない。 

 本事業では、昨年度に実施した当該事業の内容を発

展させ、子どもから高齢者までが楽しみながら交流で

きる参加型の「みらい縁日」を実施する。今年度は、

地域交流や地域貢献の要素を取り入れた参加型企画

「みらいチャレンジ」を実施する。 

99,230 99,000 

5 

地域コミュニ

ティと足立区

按摩・マッサー

ジ・指圧師の会 

地域住民の

健康増進と

交流を目的

とした健康

マッサージ

サロン事業 

 区では高齢化が進行し、単身高齢者の約 5 人に 2

人が孤独を感じ、約 5 人に 1 人が孤立を感じている。

また、閉じこもり傾向の高齢者も増加傾向にあり、フ

レイル予防、介護予防、孤立防止が必要である。 

 この背景から、本木・関原地区の住民を対象に、マ

ッサージの施術や健康測定、健康相談等を実施し、住

民同士の交流を通じて、健康増進を図る。 

100,000 85,000 

6 

特定非営利活

動法人 

トータルサポ

ートスマイル 

スマイル 

サロン 

 高齢者が継続して学び、交流する機会を提供し、社

会的孤独の予防や生きがいづくりに繋げることを目

的にサロンを開催する。 

 具体的には「大切な人に送るメッセージ Book 作成

講座」を行う。これと共に、ダンス教室や脳トレなど

楽しみながら地域とのつながりを深められる事業を

実施する。 

152,408 100,000 

7 NPO法人 COA 

「地域共生

社会」の実

現に向けた

研修（とも

いき研修） 

 多様な背景を持つ人々が地域で共に生きる「地域共

生社会」の実現は、足立区においても重要な課題とな

っている。しかし、厚生労働省が作成した地域共生社

会推進の研修教材は、内容が抽象的であり、区民が具

体的な場面をイメージして学べる補完的な工夫が必

要である。 

 特に認知症高齢者への対応は急務と考えるため、厚

生労働省の研修教材をもとにしつつ、医療・介護の専

門職が実際の現場経験を踏まえて解説を行うことで、

区民に理解しやすい形に補完する。 

51,134 50,000 
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No 団体名 事業名 事業概要 
事業費 

総額（円） 

交付予定

額（円） 

8 NPO法人 COA 

健康長寿応

援プロジェ

クト 

 高齢者社会の進展に伴い、医療や介護の現場では人

材不足が深刻化しており、健康寿命を延ばすための介

護予防の重要性が一層高まっている。区の高齢者実態

調査では、フレイルについて「知らない」「知ってい

るが特に何もしていない」という人が半数に及んでい

る。 

 本事業では、区で実施されている「はつらつ教室」

の参加枠を拡大し、実施機会を増やすことで区民が継

続して介護予防に取り組める機会を創出する。 

102,226 100,000 

9 
愛着あだちの

会 

ベジタベラ

イフにつな

ぐ足立区野

菜の広報 

 足立区の良さを発掘し、その良さを知ってもらうこ

とを活動としており、この度の事業ではベジタベライ

フに繋がる野菜に限定した調査研究とその紹介で、足

立区の野菜生産、食生活を通して安心・安全で住みよ

い足立区にすることを目的にしている。 

 区で生産の多い野菜を取り上げ、これらの野菜にま

つわる諸々の見分を、足立区のベジタベライフ運動に

繋ぐ特集記事にまとめ、広くアピールしていく。 

188,700 100,000 
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令和８年度 第２期 公益活動げんき応援事業助成金 採択事業一覧 

＜「やってみたい」応援コース ３万円＞ 採択件数：１件 交付予定額：１９（千円） 

 

No 採択者名 事業名 事業概要 
事業費 

総額（円） 

交付予定

額（円） 

1 平田 芳子 

認知症カフ

ェ  

salon ise 

 亡くなった母親の介護をきっかけに、もっと認知症

の知識があれば本人に寄り添った対応ができたので

はないかという思いから、認知症カフェを開催する。 

 認知症の方や地域住民、認知症に関心のある方を対

象に、認知症についての情報交換や交流の場を作る。 

23,600 19,000 

 

 


